
局1表 4 1全 /枚」)/枚 ヨナ 遊 :11昔の維 トン数ス |ま長き、定員及び通信設備等

給 トン数 旅客定員

遊漁船の登録状況 (該当十二0) |
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通 信設 備 の状

況

船舶の所有状況 (該当十二〇 )

遊漁船の連絡方法 (薫線の形式と周波数等 )

〓
〒〓万

一否確謄

幸一̈
〓ヽ
一
　
多
ヽ

)無線

)他の設備

)設備無 し

(Э )船釣 り

( ,磯渡 L

( )後渡 し

( )防波堤渡 し

( )そ の他

その内容
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( )防波堤渡 し
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(0)単独登録 。( )重複登録 (0)無線

(0)他の設備

( )設備無 し
(○ )自 己所有船 lB。 ( )他 者所有船

舟白

無線形式 A3E    周波数 lW

( )遊漁船専用 。( )漁船 と兼用 。( )他使用と兼用

( )単独登録 。( )重複登録 ( )無線

( )他の設備

( )設備無 し
( )自 己所有胎 lB。 ( )他者所有船

舟白

無線形式       周波数

( )単独登録 `( )重 複登録
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遊漁拾の使用形態

申欠二軍

番号

遊漁胎

の名称

無線形式

( )遊 i,胎専用・(0)漁給と兼用・( )他使用と兼用

( )遊漁胎専用 。1 )漁詮 と兼甲・( )他 使用と兼用



別表 5 情報を収集すべき事項
)利用者の安全確保に

必要な情報

(該当に3)

1出港地における波高、風速、視程

13)出 港中止を判断する団体の出港判断十二関する情報

水路通報、気象警報等官公庁の発する遊漁船の

運航十二関係する晴報

(■ )乗恰する千1用者数
(12歳以下の児童が含まれる場合は、その人数 )

(2)漁場の安定的な利用
関係の確保等に∠、要

な情報

(該当に○ )

(3)案内する漁場を管轄 している矢口事が提供
法第 15条に基づき周知すべき内容

している

(0)案内する漁場を管轄する都道府県に設置 されて
いる海面和1用協議会が提供している漁場利用に

係る慣行や漁場和」用協定などの情報

(13)

( )

(  )



局|:表 6

「孫睡 I雨 |… 直 り、下の方法により行いますc(該 当にC)
(■ )単独の判断 ( )団 体による判断 「‐コ‐‐‐「出港地や案内する漁場、出港1也から

案内する漁場までの間において、以下

の 何 れ tヽ の 状 況 とな つて い る場 合

出港を中止 します。

(0)波 浪警報発令中

(0)強風警報発令中
(0)海上風警報発令中
(0)出港地の波高 ( 3 )m
(O)出港地の風速 ( 8 )m
(O)出港地の視程 (100 )m
(〇 )事業者が危険と判断 したとき
( )そ の他
(            )

出港中止は、以下の とお

'行

C出港中止を判IIl「する団体名

r                )

②上記団体の代表者、連絡先

代表者 (

連絡先 (

③団体の構成員の氏名又は名称及び登

番号

①出港中止の判断の方法

帰航基準 案内する漁場において、以下の何れかの状況に至つた場合、帰港するこ

とします。

(0)波浪警報の発令
(O)海上風警報の発令

(○ )強風警報の発令
(O)利用者に急病人やケガ人がでたとき

(○ )漁場における波高 ( 4 )rn
(0)漁場における風速 ( 10 )m
(0)漁場における視程 ( 100)m
(o)上記の他、利用者の安全の確保が困難になると予想されるとき

( )そ の他 (                      )



男i表 F 天候が悪 |ヒ した場合の対処方法

天侯ti悪 千ヒした場合

の避難する場所 案内する1韓場の位置

白浜沖

上記の他、帰航を半1断 した場所か ら最 t近 く安全十二避難できる場所に

避難をします .

筏、防波堤等)渡 しの業務を行 う場合

)携帯電話
)利用者に渡 した発煙筒
)そ の他 (

)方法 (

)該当な し
使用する遊漁船の旅客定員以上の利用者を磯等

へは渡 しません。

磯等と遊漁船 との間の

連絡方法

磯等に遊漁船の旅客定員

以上の利用者を渡す業務

の形態の場合にあつては、

利用者を緊急的に回収す

る方法

以下の場所 |■避難を します

避難する港

白浜港
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1 周知の方法 (該当十二C' 周知する内容 (該当にЭ ,

を容バ
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Э 一般的事項

(C)出航から帰航するまでの間、キ[長及び業務主佳者
の指示十二従 うこと

)遊漁船乗胎前十二書面
を配布する。

(0)

(0)

(O) 救命胴衣の保管場所

そのlLi(

磯等渡しの場合

( )磯等の上においては救命胴衣を着用すること

( )磯等で緊急事態が発生 した場合における遊漁船

との連絡方法

( )その他 (

一般的事項

( )そ の他 (               )

磯渡 し等の場合

( )磯等からの帰航時間
( )磯等で天候が急変 した場合における避難場所
( )そ の他 (               )

遊漁船の航行中はむやみに立ち歩かない二と

天候急変時の帰航決定につしヽて胎長の指示十二従 う

漁場において口頭で説明

する。



弓|1表 9 安全確保√)た め胎長及び業務主任者が遵守すべき事項
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ろヽ間、拾長 と業務主任者 |ま以下
|

(Cり 出航か ら帰航す るまでの間は飲酒は しませんЭまた、酒気を帯びて漁場

に案内 しません 3

(0,海中転落のおそれがある作業をする場合には救命月同衣を着用 しますこ
(0)12歳 未満の小児には、乗船中は、船室内 |二 いる場合を除き、常時、
救命月同衣を着用 させます。

(C,気象 、海象の悪化等、利用者の安全確保のために必要 と判断 され る場合
は、利用者に救命胴衣を着用 させ ます 3

( )そ の他 (                        ウ

船釣 りをする場合

(O)禾」用者を案内 している間 |ま 、船長 自ら釣 りを しません。

(Э )漁場が混み合つている場合は、船長 自ら釣 りを しませんこ
(○ )船長以外に適切に見張 りができる者がいる場合を除き、船長 自ら釣 りを
しません.3

磯等渡 しをする場合

( )利用者の安全確認のため、渡 した磯等を定期的に巡回します。
( )磯等において採捕を終了した利用者を回収 し帰航する際、利用者が遊漁
船に乗船 していることを確認 しま司。

上記以外 (観光定置網、観光底びき網等)の場合
( )利用者が網揚げ等をしている間、利用者に危険が無いよう安全に操業 し
ます 3

一般的事項



局1表 11 法第 15条 に基づ く周知の内容及び方法等
¬

|

(3)遊漁船 11周知内容を掲示する)
( )lt― 漁船乗胎前に書面で配布をするこ

1  周知の方法

1骸 当につ )

1周 知す る内容
|

事´丈県府一理都ブつす轄答口
　
ヽ

多グ
一　
を
、

場
　
つ

漁

あ

る

で

十
′
巧
（

内

事

案

多
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より提示 された周知 ナ

O水産資源保護法に基づく爆発物、有毒物の使用禁止

②漁業法、水産資源保護法に基づく省令

CI都道府県海面漁業調整規則

3海区又は連合海区漁業調整委員会の指示

3広域漁業調整委員会の指示

3事業者が所属する団体が当事者となって ,ヽ る漁場千1用協定 (治

岸漁場整備開発法 (昭和 49年法律第 49号 )に基づき届出され

たもの3)

3事業者が所属する漁業協同組合が定めた資源管理規程

(水産業協同組合法 (昭和 23年法律第 242号 )に基づき認定を

受けたもの3)

のうち,案内する漁場 |二おいて利用者の採捕に係るものであって、

ア)漁 具及び漁法の市1限

イ)水産動植物の大ききの市1限

ウ)採捕禁止となつている水産動値物の種類

を周知しますっ

(O)都道府県海面漁業調整規則、海区又は連合海区若 しくは広

域漁業調整員会の指示によつて定められた水産動植物の採捕

禁止区域 (和」用者 |こ採補 させる水産動植物 |二係るものに限る。)

に案内しません 3

(0)法に基づいて周知 した大きさの制限以下の水産動植物が相

当程度採捕 された場合には漁場の位置を変更 します 3

(0)法 に基づいて周知 した採捕禁止 となっている水産動値物が

相当程度採捕 された場合に |ま漁場の位置を変更しますら

( ,その他 (                    '

利用者保護のた

めに業務主任者

が連守すべき事

「周知する内容」のうち、該当しない吉F分は=線で消 した うえ、捺印すること


